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自閉症スペクトラム児に対する自己管理スキルの般化促進の可能性の検討

一日常生活スキルの自発的遂行に焦点を当てて一
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本研究では、日常生活スキルの自発的遂行に困難さを示す自 I~j症スペクトラム児2

名を対象に、自発的な自己管理スキルの使用を般化させるための方法の検討を目的と

した。介入II慌では、対象児自身が自己管理スキルを活用することを手続きの過程に

組み込んだ。対象児は目標と評価基準を自分自身で設定し、パックアップ強化子を選

定した。介入2期では、介入u現までの手続きに加え、対象児自身が作成した記録用

紙と既存の計11寺装置を用いた。その結呆、介入2期以降において対象児の記録の正雄

性が向上し、宿題を行う等の標的行動の自発遂行率も高く安定して推移した。さらに、

自発的な自己管理スキルの使用が促進された。J-j、ヒから、対象児が白己管理スキルを

管理することに加え、対象児が作成した記録用紙と既存の計時装置を導入することの

有効性が示唆された。今後の課題として、対ー象児が自発した自己管理スキルがどのよ

うな過程で獲得されたのかを I~~ らかにする必要性が挙げられた。

キー・ワード: 1~II~j症スペクトラム I~I 己管理スキル 般化

1.問題の所在と毘的

自閉症スペクトラム (Autis111Spectrum Disorder; 

以下、 ASO)児は、支媛者が不在、あるいは援

助が少ない場面において、獲得したスキルを始

発したり、般化させたりすることに困難を示す

ことカ斗旨摘されている (Hume，Loftin， & Lantz， 

2009)。そのため、自立を促すための支援の必

要性が指摘されている(本多・内山・坂井・堀江，

2013)。

自発的な行動の生起を促したり、 I~ 身の行動

を制御したりするための方法として、応用行動

分析学の観点から、自己管理手続き (self-

management procedures)を用いた研究が行われて

いる (e.g.，Koegelう Park，& Koegel， 2014; Pierce & 

Schreibman， 1994)。自己管理Jl手続きとは、被ilJ日

場筑波大学大学院人IH]総合科学研究科

日筑波大学人IlIJ系

御行動の将来の生起に影響を及ぼすために白分

自身で制御行動を行うプロセスと定義されてい

る CMiltenberger，2001)。被制御行部jは「標的行

動」、自ら行う ilJlJ御行動は「自己管理スキル」

と同三主とされる(竹内・|翠 LLI，2007)。そして、

Maceラ Belfiore，and Hutchinson (2001)は、自己告;

理スキルの ff立過程として、自己教示 (self-

instruction) 、 I~ 己モニタリング (self-monitoring) 、

自己観察 (sel f.悶 observation) 、 I~I 己記録 (self

recording) 、自己評価 (self-evaluation) 、 I~I 己強化

(self-reinforcement)、自己弱化 (self-punishment)

をす旨摘している。これらの自己管珪{スキルの組

み合わせにより、手続きは構成される (Southall

& Gast， 2011)。

自己管理手続きの効果については、実施した

手続き等の観点からよヒ較分析した研究がいくつ

か報告されている。例えば、 Brieschand Chafouleas 

(2009) は、 1988~ 2008年までに出版された I~I
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己管理スキルを用いた研究30例について分析

を行った。対象児が標的行動の生起を記録する

等、対象児自身が実行した自己管理スキル数を

研究で用いられた自己管理スキル数で除し、対

象児による I~ 己管理スキルの実行率を算出した

ところ、概ね低い値で推移していることが示さ

れている。結果から、自己管理スキルの自発的

な使J=FJを促すための方法の検討が課題として挙

げられている。また、太田 (2013)は1990年~

2010年までのASD児に対して自己管理手続き

を適用した 30例の研究を、維持と般化の観点

からレビューした。記録用紙や計n寺装置などの

記録装置を支援者が用意しているため、自己管

理スキルの般化をねらうには対象児にとって負

荷が高いことを推察している D

I~I 己管理スキルの般化の問題に対し、竹内・

山本 (2004)は目標やルールの自発は自己教示

スキルの一つであり、過去の結果についてよく

知ることで、結果に応じて白発的に iヨ擦を修正

する行動や新たに設定する行動が促される可能

性を述べている。また、太田 (2013)の指摘か

ら、既存の記録装置(記録用紙および計時装置)

を用いることにより、自己管J_ill_スキルの骨支イヒカf

促進されることが予測される。さらに、子ども

自身による自己管理スキルの遂行が自己管理の

目標であることからも (Briesch& Chafouleas， 

2009)、ASD児に対して、スキルの自発的遂行

を標的とすることに意義があると考えられる。

本研究では、1=1常生活スキルの自発的な遂行

に|主i難さを示す 2名のASD児に対して自己管

理手続きを導入した。そこで、目標に対する結

果のフィードバックとしての自己モニタリング

(竹内・山本， 2004)の実施など、対象児自身が

自己管理スキルを管理することや、既存の記録

装寵(太田， 2013)を手続きに組み込むことで、

それらのスキルの使用が般化するかどうかを検

討-することを目的とした。

1I.方法

1 .対象児

公立小学校の通常学級に在籍する男子児童 2

名を対象とした。 A児は小学校 5年生であり、

医療機関においてアスペルガー障害})の診断を

受けていた。支援開始時の生活年齢は 10歳

10ヶ月であった。 10歳 9ヶ月 IJ寺に実施した

WISC司町の結果は、 VCIl01、PRll11、WMll28、

PSI94、FSIQ11lであったo A児は、プロサッ

カーの試合結果や電車の最高速度や発着時刻な

ど、数字に関して非常に強い関心をもち、正雑

に記憶していた。その他にも、自分が興味のあ

ることに関しては豊富な知識を有し、得意なこ

とや好きなことには没頭して取り組む様子がみ

られた。一方で、学校の宿題を行う等の日常生

活スキルの遂行に関して、母親が促しでも取り

組まなかったり、先延ばしにしたりする様子が

みられた。特に、漢字や計算のワーク等を毎日

計画的に進めることが難しく、ほとんど記入さ

れていなかった。保護者の主訴のーっとして、

時間を意識して過ごせるようになって欲しいと

いうことが挙げられていた。

B児は小学校 2年生であり、医療機関にお

いてアスペルガー障害 1)の疑いがあると診断を

受けていた。支援開始時の生活年齢は 8歳 1ヶ

月であった。 8歳。ヶ月 11寺に実施した WISC-N 

の結果は、 VCll25、PRIlOO、WMIl03、PSI88、

FSIQ107であった。家庭では、電車や車、ロボッ

トに関する本を読んだり、好みの音楽を聴いた

りして過ごすことが多かった。特に、電車の中

でも路線や駅名などに関して詳細な知識を持っ

ていた。日常生活スキルの遂行については、そ

のためのスキルが自発的に生起することが少な

く、主に母親の声かけをきっかけに行動が生起

することが多かった。例えば、新しい歯ブラシ

に交換した直後は自分から進んで歯を磨くもの

の、それを継続することは難しいという様子が

みられた。保護者からは、日常生活に関するこ

とに白うナから耳文り出Zめるようになって欲しいと

いうニーズが挙げられていた。

2.倫理的配慮

対象児に対して、自発的に日常生活スキルを

遂行することの意義やねらいを口頭で説明し

た。そして、後述の「ミッションファイルJを
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提示し、この方法で取り組みたいかどうかを尋

ねたD 対象児は「いいね」等と答えた。保護者

に対しでも、研究の目的や方法について口頭と

文書で説明し、研究参加の同意を得た。また、

同意の撤回は随時可能であること、遂行内容に

よって不利益を受けることはないことを伝え

?こ口

3. 支援期間および場面設定

本研究は対象児の家庭およびC大学個別指導

室で実施し、支援期間はX年 4月より同年11

月までであった。対象児は、家庭において自己

管理手続きを用いて標的行動を遂行し、原則と

して週 l回目分程度、 C大学において第 1著者

と1週間の家庭での標的行動の遂行のフィード

パックと次週の目標設定などを行った。家庭で

は、それぞれ該当の時間に標的行動を遂行し、

その直後に記録用紙に評価を記録した。

4掬標的行動

母親と協議し、 13常生活スキルの仁|二iから対象

児の実態に基づき標的行動を選定した。日常生

活スキルを襟的とした翌日由として、対象児に

とって比較的実行しやすく、行動のレパート

リーも多く想定され、自発的な自己管理スキル

の使用が促進されやすいと考えられたからで

あった。その結果、 A児は 1221時までに布団に

入ること(以下、就寝)Jと「夕食後、漢字や

言1-算のワーク等の宿題に取り組むこと(以下、

宿題)J、「お手伝いとしてゴミ出しをすること

(以下、ゴミ出し)Jを標的行動として設定した。

なお、ゴミ出しは夏休み期間中のみ行った。

B児は「夕食後に歯を磨くこと(以下、歯みが

き)Jを標的とした。

さらに、対象児が自発的に自己管理スキルを

使用することを標的とした。自己管理スキルが

子どもによって管理されたかどうかを評価する

「自己管理チェックリスト (Se1 f-M anagement 

Intervention Checklist; Fantuzzo & Polite， 1990) J 

に基づき分類した標的行動を Table1に示した。

5.教材

自己記録には、 fミッションJと称した記録

用紙を用いた。記録用紙の形式はA4e[:リ横向き

で、「標的行動J11週間の目標日数J仁点数あ

るいはOxJ1評価基準」を記入する欄があり、

1枚あたり 1週間分の記録ができるようになっ

ていた。余白にはサッカー選手などの写真が印

刷されていた。例として、介入 I期においてA

児が使用していた記録用紙を Fig.1に示す。な

お、ウェブサイトからサッカー選手の画像を使

用したため、 Fig.1は略図として示した。また、

A児は 5遊日(以下、 #5とする。他も同様)以

降に、 B!，巳はフォローアップj引に自身が作成し

た記録用紙を用いた。第 1著者が「標的行部bJ

日標:1011寺までに布屈に入る

ノfーフェクトの目探数 5日

ミッション

。:パーフェクト

0:まあまあ

x 残念でしたー
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Fig.1 介入 1甥に A児が月い、た記録m紙の111創立!

上段は「標的行動」および 11週間の目標 EI数jを， 1:1こ1段は記録榔!を，

下段は f評価基準Jをそれぞれ示す.
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イル表紙には記録用紙がクリップで留められて

いたD ファイル内側にはパックアップ強化子

の基準表と電車カードを収納するためのカード

フォルダが綴じられていた。

行動を始発するタイミングを対-~~児に知らせ

るために、 A児は普段使月3していた録音機能付

きタイマーを用いた。 B児は I~I 分専用のアラー

ム付き H寺言，-を用いた。

パックアップ強化子として、 A'B児ともにわて

みであった電車のカード(横lO.5CI11X縦 15cm) 

を第 1著者が作成して用いたD カード表面には

電車の写真と運転区間などの情報が載ってい

た。裏面には「ミッション達成、おめでとう!

自標に向かつてがんばっているね」等と目標達

陽平・野呂あや・真名瀬究史・藤Jjj'(

などの最低限書くべき項目を伝え、色鉛筆や定

規などの用具を提示した。そして、自分なりの

工夫を加えて作成するように教示した。例え

ば、 A児はA4m車止を縦向きにして Fig.1の言己3議

月3紙を参照しながら作成した。工夫点として、

A児は色鉛筆などを用し、たり、電車の絵を描い

たりした。 AY己が作成した記録用紙を Fig.2に

示した。さらに、 A児は簡易記録期にFig.3に

示した簡易記録期を用いた。 A4J二丹紙の上段に

「標的行動」を記入する欄があった。加えて、

f東京j を l 週 I~I として 10週目の「西荻窪J まで、

駅名に対応した「スタンプ押印欄jが設けられ

ていた。これらの記録用紙を綴じるために、

A4=1:1jの「ミッションファイル」を用いた。 ファ
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に行ったj、かけなどの{足し後に行ったJ、

わなかったjの 3段階で評定した。加えて、

遂行した刻や取り組んでいるときの様子を備

考捕に記入した。吋:親には普段通りに対象児に

J妾するように{衣顧した。

(2)介入リtJj: 自己管 J'ltチェックリスト

(Fantuzzo & Politc， 1990) に人しづき、対象児 I~l 身

が自己計二君Iiスキルを管 ~11tすることを二子続きの過

程に組み込んだ。最初に、対象児は記録用紙に

設定した標的行動を記入した心そして、]週間

の u標日数と評価基を ~l 己決定させたむ日

[j数について、先週の結果よりも多い日数を

した場合を適切として、「良し)1'1 だ、ねj

した。それよりも少ない 11数を設定と

成を賞賛するメッセージがF:1l~jlIJ されていた。

パックアップ強化子は 3段階から構成されてお

り、 1週間のうち機会があったすべての日

成できた場合を「パーフェクト賞Jとして対象

児が選んだ電車と運転席などの写真が印刷され

ているカード、設定したt=I椋 13数を達成できた

場合を「ミッションクリア賞」として対象児が

選んだ屯車のカード、毎日記録で、きたj揚合を

「がんばったで賞Jとして第 l若者が選んだ電

車のカードとした。

6. 手続き

(1)ベースライン(以 i、"BL) ltJ1 :家庭にお

いて、 [-1棋とした 1]'jt;r生活スキルの遂行状況を

測定したり母親は記録用紙を月jしミて、 1Iヨ発的

車lNO.1 中央線(快速)スタンプラリー
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した場合は不適切として、先週の記録用紙の目

標日数と達成状況を参照させた。評価基準は、

標的行動を完全に遂行できたら「パーフェク

ト」、不完全ながら遂行できたら fまあまあ」、

遂行できなかったら「残念でした-J等と対象

児が 3段階で定めた。記録の際には、それぞれ

i@J， iOJ、ixJと記入することとした。次に、

目標を達成できた場合のパックアップ強化子と

しての電車の種類を自己選定させた。 最後に、

襟I:lj行動を適切に実行できるまでロールプレイ

させた。この過程は、新たな標的行動を導入し

たときや評価基準を変更したときのみ実施し

た。

家躍において、対象児は標的行動を実行して

記録用紙にチェックした。 A児は自身の学習机

の上に、 B児はち日司所にファイルを遣いた。ま

た、記録をつけるかどうかは対象児に任せ、保

護者が記録をつけるように声をかけないことを

依頼した。週 1I豆!の大学での個別指導i時に対象

児は記録用紙を持参し、目標を達成できたかど

うかを自己評価した。自己記録に基づいてパッ

クアップ強化子と交換を行った。第 1著者が

カード裏面のメッセージを読み上げ、対象児に

渡した。なお、複数の標的行動を並行して行っ

ていてもカードの交換は 1枚とした。行動向で

目標達成に差異がある場合は、より下位の賞を

与えた。

(3) 介入 2~m : #2 ~ 4において、 A児は個

別指導の直前に 1週間分をまとめて記入してい

ることが問:親から報告された。そこで、 A児自

身が作成した記録用紙を使用することで記録す

ることの動機づけが高まると考え、 #5以降で

は記録用紙を変更した。さらに、言1'11lli基準と行

動を開始する弁別刺激をi明雑にするため、既存

の計!l寺装置を使用した。 A児の家庭では 1時間

毎に時計のチャイムが鳴っており、それを布団

の機会のうち、 50%以上で計時装置が鳴る前に

標的行動が生起したとき、あるいは対象泥が、

当該の計11寺装置を使用しなくても目標を達成で

きると表出した場合、計時装置を撤去した。さ

らに、計H寺装置を撤去した条件で標的行動の自

発率が85%以上の場合にバックアップ強化子

を撤去した。

自発的な自己管2迎スキルの使用がみられた際

には、個別指導時に言語賞賛や拍手によって強

化刺激を提示した。対象児が自発した工夫につ

いて具体的に賞賛した。対-象児が自発的に遂行

していると報告した、あるいはミッションとし

て取り組みたいと提案した行動については、個

別指導H寺に記録用紙の「標的行動JtIQ¥]に記入し

て自己記録した。また、 A'B児ともに外出し

ているとき等に標的行動が遂行で、きないことを

気にしたり、時間になるまで落ち着かない様子

がみられたりした。そのため、外出IJ寺や体調不

良のとき等は機会に含めないことや、指定の時

刻になる前に遂行しでも良いことを確認した。

その他の手続きは介入 1~羽と何様であった。

(4)簡易記録期およびフォローアップ期:

i10週間連続してパーフェクトを達成したいj

という A児の要望に基づき、簡易記録用紙を用

いて個別指導時に振り返る機会を設定した。 A

児は標的とした行動ごとに 1 週 I~'\J の実行状況を

報告し、 1逓間のうち機会があったすべての日

で自発的に遂行できたと報告した場合はスタン

プを Iつ押した。 #19から振り返りの場を C大

学から家庭に移行し、母親が手続きを実施した。

また、 BP3に実施した手続きは BL}t)jと同様で

あった。

7.結果の分析方法

母親の記録に基づき、各標的行部Jの自発率を

以下の数式によって算出した。

に入る行動に対して)召し Eた。加えて、 A児は自 各標的行動の自発率(%)二標的行動を自発

分の声をタイマーに録音し、宿題を行ったり、 的に遂行した日数/1週間のうち機会があった

ゴミ出しをしたりする行動に月い 3た。また、 B 日数x100 

児は毎日指定の11寺刻に鳴るように時計のアラー

ムをセットした。それらの計時装置は、 1週間 また、結果の信頼性の評価として、対象児と
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Table 1 自発的な自己管理スキルの使用の分類

自己管理スキノレ 分類

際的行動の選定 対象児が新たな襟的行動を !~J ら選び、自発的に遂行する。あるいは、倍別指導11寺に

ミッションとして取り組みたいことを提案する。

目標の設定 10 週間連続して標的行動を遊行する等、対象児が新たな I~ j翠を設定する。

強化子の選定 強化子を自己選定する。なお、対象児やiヨ:親の報告から強化として機能していると

考えられる場合は、意図的な設定でなくても含める。

教示的プロンプト 青楽を聴きながら宿題を行う等、標的行動に従事し続けるように!と!分自身をプロン

プトする。

自己観察 対象児自身が設定した探|刊行動を|きと観察するc なお、個別指導11寺に自発的な取り

Mlみを報告した捺は、行動観察の結果を報告したとみなす。

強化子の管理 対象312が選定した強化子を自分自身で管理する。

母親の記録の一致率について、以下の数式に Table 3に示した。

よって算出した。

一致率(%) =両者の記録が一致した日数/

1週間のうち機会があった日数x100 

介入 1~tJjにおける A児と H):親の記録の一致率

は就寝42.9%、宿題47.6%であった。その推移

として、洋2、3における就寝の一致率はそれぞ

れ28.6%、57.1%であった。 #7~ 9における宿

題の一致率はそれぞれ71.4%、42.9%、28.6%

であった。また、介入 2期の一致率は就寝

100%、宿題71.4%、ゴミ出し70%であった。

B児の介入 2~m の子 a致率は 95.2%であった。

8.社会的妥当性の評価

介入実施後に対象児と母親に対し、自己管理

手続きに関するアンケートを実施した。対象児

はアンケートの質問項目に 4段階のリッカート

尺度(1:全くそう忠わない-4 :とてもそう

思う)で評定をした。その結果を Table2に示し

た。質問項目は、介入の効果や負担、妥当性な

どに関するものであった。各項目を記入した後、

評定理由を尋ねた。また、保護者に対ーするアン

ケートは 5段階で評価する項呂と自由記述から

構成されていた。アンケート項目とその結果を

ill. 結果

1. A児の結果

A児の標的行動の自発率を Fig.4の折れ線グ

ラフに示した。 BLは就寝が#1、宿題ががlお

よび#6、ゴミ出しが#13に実施され、いずれ

の行動においてもほとんど自発的に生起しな

かった。例えば、母親が声かけをすると i811寺

になったら宿題をやる」等と表出し、 H寺問に

なって再度声をかけても遂行しないことが多

かった。介入 1期の平均自発率は、就寝57.1%、

宿題19.1% (14.3 ~ 28.6%)であった。介入 2Wj 

の平均自発率は就寝78.6%(42.8~ 100%)、宿

題96.4%(85.7 ~ 100%)、ゴミ出し70%(O~ 

100%)であり、介入 1JVJに比べて上昇傾向が

みられたO 母親の逸話的記録から、が15に祖父

母:の家に行ったとき、自発的にゴミを出したり、

#17、18において i(母親に)今日はゴミない

の?Jと聞いたり、計u寺装置がなくても、ある

いは家庭以外の場面で自発的に遂行する様子が

みられた。しかし宿題では、 #9、13において

ワークを少しゃった後に自由i阪に電車の絵を抗

くこと等があった。また、 #5~j、 i阜の A児の記

録行動について、笠校~Jか帰宅後に前 El 分の結
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Table 2 対象児への社会的妥当性アンケートの項目と結果

質問項目

ミッションのやり方や/レーノレは分かりやすかった。

ミッションに楽しく取り組むことができたと思う。

自発的に標的行動を遂行するようになったと思う。

標的行動を始発することで良いことがあった。

標的行動を頑張ることが好きになった。

標的行動を始発で、きたのは、計fl寺装置があったからだと患う。

記録FI弥氏に点数を書くことは負担だった。

標的行動を遂行することは負担だった。

ミッション以外にも自分から取り組んだ。

ミッションをもっとペコりたいと思う。

A児 B 児

4 4 

3 3 

4 3 

3 4 

3 3 

1 2 

4 

3 2 

4 3 

3 4 

持 (ま.逆'1伝J11I~ を刀ミ寸

Table 3 保護者への社会的妥当性アンケートの項目と結巣

質問項目

際的行動は家庭生活の仁1"1で、大切だと忠う。

家庭状況の中で、無理なく敢り組むことができる文俊だった。

お母さんにとって受け入れやすい支援だった。

お子さんにとって受け入れやすい支援だ、った。

ミッションはお子さんにとって負担が大きかったと思う。ネ

他の場面や行動で、もj芯月3できると思う。

標的行動の獲得を促すとで、今回の支援が効巣的だったと思う。

際的行部J以外にも gj発的に取り組むことが増えたと思う。

お子さんに良い変化があったと思う。

筆記記録を行うことは負担だ、った。*

支援の結果に満定することができた。

今回の支援は、お子さんにとって今後も役立つと想う。

A 9EIヨ B9EI手

。戸 。戸

4 。戸
。戸 5 

。伊 。

2 2 

。戸 4 

5 。
。戸 。
。戸 4 

3 

5 。
。戸 4 

水は ;í1!転Jl~ I~I を示す

果を記録していると母親から報告された。

A児が自発的に開始、提案した自己管理スキ

ルを Table1に従って分類し、 Fig.4の棒グラフ

に示した。が7において、 A児は就寝の目標を

設定するときに 110週連続パーフェクトだそ

うかな」と表出し、 f自襟の設定」を自発的に

使用した。 #11にて、 A児は 1#10からラジカセ

で00(バンド名)の曲を聴きながら宿題をし

ているJ1曲を聴きながら勉強するのが楽しいj

と報告し、 f強化子の選定と管理llJ1教示的プ

ロンプト jを自発した。加えて、 #12にA児は

「タイマーいらない。曲を聴きたいから飛び出
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; 
I~ 

しちゃう(自室に向かう)Jと表出した。 #13に

は「どれも(就寝と宿題ともに)20週間連続

パーフェクトいけるかJと表出し、「目標の設

定」を自発した。 #15において、 A児は#14か

ら好みのバンドの曲を l由選定し、出が終わる

まで歯を鷹いていると報告し、「標的行動の選

定JI強化子の選定と管理Ji教示的プロンプト」

II~I 己観察j を自発した。 A児の要望に基づき、

夕食後に歯をみがくことを簡易記録用紙に加え

た。介入終了後のエピソードとして、 A児は

ワークを 1ページ終えるのに要した時間を記入

する概に時間を書き、総学習時間を計算して

BL fr}¥. 1 介入 2

標

的

行

動

ゲーム感覚で、行っていると母親から報告を受け

7 事

れ'-0

2. B先の結果

B児の標的行動の自発率を Fig.5の折れ線グ

ラフに示した。 BL期における標的行動の乎均

自発率は39.2%(28.6 ~ 57.1 %)であった。全

般的に母親の声かけをきっかけに歯をみがい

た。介入 2~拐の平均 I~I 発率は 95.2% (85.7 ~ 

100%)、フォローアップ期の平均自発率は78%

(57.1 ~ 85.7%)であった。歯の謄き方に関して、

が19に「以前よりも小刻みに歯ブラシを動かし

ているjと母親から報告された。加えて、が23

簡易記録

@ 

亡日

日
リ
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擦にしたいと表出し、「標的行動の選定jを自

発した。いずれの行動とも個別相談時に新たに

記録用紙を作成した。例として、松4に作成し

た記録用紙には、できる 95%、できない 5%と

内訳が表示された円グラフや折れ線グラフ等が

書かれていた。 B児は、自発的に遂行できたら

スタンプを1111し、遂行できなかったら押さない

と評価基準を定めた。

3.社会的妥当性の結果

対象児への事後アンケートの結果より、全体

的に高い評価が得られた。ただし、計時装置の

存在についてはA.B児ともに評価が低かった。

また、自己記録の負担について A児は「面倒く

さいj、B児は 12点と書くのがうれしかった」

と表出し、評価が分かれた。

保護者においても、ほとんどの項目において

肯定的な結果が得られた。また自由記述より、

A児の母親は f途中からゲーム感覚で楽しんで

いた。ミッション(標的行動)_l-_)、外にもできな

かったことが、私の働きかけもなくできるよう

になった。何よりも自信がついたと忠うJ等と

記述した。 B児の母親は f自分から早起き等も

ミッションでやりたいと思いついたことと、そ

|湯平・野呂あや・真名瀬

に「夕食後の歯みがきが習慣化された頃から、

拐の洗面と歯みがきも自分から仔っているjと

報告された。 #25において、 B児は歯科検診時

に虫歯がなかったことを「毎日みがいているか

らjと母殺に言った。また、母親の報告から、

B児は標的行動を遂行後、即時に記録した。

B 児が自発 (:I~ に開始、提案した自己管理スキ

ルを Fig.5の棒グラフに示した。 #20から B9e，は

就寝前にアラームを設定し、早起きすることを

自発的に始めた。 #21において、 B児は早起き

を新しいミッションとしてやりたいと提案し

た。好みのテレビ番組を観ること、特に芸能人

とジャンケンをするコーナーを楽しみにしてい

ると表出し、「標的行動の選定J1強化子の選定

と管理Jr自己観察Jを自発的に用いた。 B児

は早起きすることを記録用紙に加え、家庭で

実行した。さらに、が23にB児は母親に対して

「ムーシールド(歯の矯正器具)もミッションで

やれば忘れないj と言い、が24に第 I著者に対

して「ムーシールドのことを付けるのを忘れる

日があるから、ミッションに入れたらいいかなJ

と表出し、「標的行動の選定jを自発した。 #25

には、 B児はがとまった時間に登校することを目

寛史・ j接 m~羽
山
叶拐
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れを継続していることにも感心した。そういう

力をもっていることに気付かされた。自分でで

きているという実感が白信につながると思う」

等と記述した。

N.考察

本研究では、日常生活スキルの自発的遂行に

困難を示すASD見 2名に対して自己管理スキ

ルの般化促進を目的に事例検討を行った。介入

1 ~mにおいて、対象児自身が自己管理スキルを

活用することを自己管理手続きの過程に組み込

んだ。さらに介入 2期では、対象児自身が作成

した記録用紙と既存の計H寺装置を用いた。その

結果、介入 2期以降において自発的な自己管理

スキルの使用が促進された。 以上のことから、

対象児が自己管理スキルを管理することに加

え、対象児による記録月弥氏の作成と計11寺装置に

よるプロンプトが効果的であったと考えられ

る。

標的行動の I~I 発的な遂行について、 BLW~ と

比べて介入 1期の自発遂行率に増加がみられ、

介入 2~~j で、は概ね高い自発遂行率を示した。ま

た、介入 1WjのA児と母親の記録の一致率は、

「就寝jが上昇傾向、「宿題Jが下降傾向を示し

た。介入 2Jmの対象児と母親の記録の一致率

は、概ね高く安定して推移した。結果から、自

発遂行率と記録の一致率の間にI=Yi維な傾向は認

められなかった。このことは、自己モニタリン

ク、、の正確性は記録される行動の変容に大きな影

響を及ぼさないと述べている Marshal1， Lloyd 

and Hallahan (1993) を支持するものであったO

また、 Nelsonand Hays (1981)が指摘するよう

に計時装置が行動を始発する弁別刺激として機

能し、行動変容がもたらされたと推定される。

既存の計時装霞を用いたことは、操作に慣れて

いるため、 H寺刻を設定する等の負荷が低かった

可能性がある。加えて、記録行動が安定してい

たことも効果をもたらした要因と指摘できる o

A児自身カミイ乍成した言己5議用車止を用いたことは、

記録の動機づけを高めたと考えられる。さらに、

対象氾は標的行動を実行できないことを気にし

たり、遂行する産前に落ち着かなかったりする

様子が見られた。実行することによって不安が

軽減し、標的行動を遂行することが負の強化を

受けたと推察される。

自発的な自己管理スキルの使用に関して、

Ilヨ襟の設定JはA児と母親の記録の一致率が

向上し、 2211寺までに布団に入る行動の自発遂

行率に上昇傾向がみられた介入 2期に出現し

た。徐々に高い目標日数を設定する行動が目標

達成により強化され、 110週連続パーフェクト

だそうかなj等とより高い目標が自発されたと

考えられる。加えて、電車カードを渡したとき

に嬉しそうにする様子などから、バックアップ

強化子も動機づけを高めたといえよう。そして、

A 児は結果に応じた日探を立てることを学習

し、「どれも(就寝と宿題ともに)20週間連続

いけるか」と宿題を行う行動にも般化したこと

が示唆される。

しかし介入 l期において、 A児は loJと記

録することが多かったにもかかわらず、目標を

設定する行動は自発されなかった。その理由と

して、両者の記録の一致率が低かったこと、換

言すればA児は標的行動の生起・非生起の弁日Ij

が困難であったことが考えられる。つまり、評

価基準がA児にとって不明確であったため、明

確な目標の設定が促されなかった可能性があ

る。計時装置を導入して、記録用紙により明確

な評価基準を定めたことが重要であったと指摘

できる。このことは、目標の適切な設定のため

には、過去の結果についてよく知ることが必要

な条件であることを指摘した竹内・山本 (2004)

からも裏付けられる。しかし、事後アンケート

において対象児は計11寺装置の有効性を低く評価

した。比較的短期間で指定時刻のl誌に目標行動

が多く生起していたことからも、一度評価基準

が明確になれば撤去されても適切な評価が可能

であったことを示唆している。

本研究では「襟的行動の選定Jは支援者によっ

て管理されていたが、 A児はI弱を!書くことを、

B児は早起きすることや歯の矯正器呉を忘れず

につけること、決まったj時間に登校することを
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l~ 発した。さらに、意図的ではないと推慨され

るが、 A児は好みのバンドの由を、 B児はテレ

ビ番組を強化子として選定し、自分自身でそれ

らを管理した。これらの行動が自発されたタイ

ミングから、標的行動の達成が新たな行動の提

案や実行に波及した可能性が考えられる。 A児

の曲を W~l きながら茜をみがいたり、宿題を行っ

たりする行動は「教示的プロンプトJとして機

能していた可能性がある。 B児が自発した早起

きする行動は計時装置を自身で活用したこと

が、歯の矯正器具を忘れずにつける行動は標的

行動として設定した歯を磨く行動から派生した

ことが、それぞれ推察される。しかしながら、

A児が自発した歯を磨く行動や、それを従事し

続けるための工夫、 8児が自発した決まった時

間に登校する行動、 A'B児の f強化子の管理

や選定」がいかにして出現したのかは不明雑で

あり、これらの自己管理スキルがもともと有し

ていたものなのか、どのような経過で獲得した

ものなのかを明らかにすることが重要であろ

つ。

ところで、本研究では以下の 3点において制

限があり、今後の課題である。第一に、母親の

記録の正確性をu[iJ定で、きなかった。第三者が遂

行場揃を観察すること等により、行動変容がも

たらされたかを客観的に評価する必要がある。

第二に、対象児が自発的に用いた岳己管理スキ

ルが、どのような過程で獲得されたのかについ

て、十分に明らかにならなかった。今後、介入

前後の自己管理スキルの使用状況をアセスメン

トする必要があるだろう。第三に、自己管理ス

キルの使用が短期的、長期的に維持されるかど

うかを確認することが求められる。

付記

本研究にご協力いただきました対-象児ならび

に保護者の方々に深く感謝申し上げます口なお、

本研究は日本自閉症スペクトラム学会第 141m

年次大会で、発表した内容に加筆・修正をしたも

のである。

註

1 )対象児に対ーする診断名はDSM-N -TRに従って

つけられたものである。本研究ではDSM-5の

診断基準に従って、対象児を自i羽症スペクト

ラムとして扱うこととする。

文献

Briesch， A. M. & Chafouleas， S. M. (2009) Reviewand 

analysis of literature on self二managementinterventions 

to promote appropriate classroom behaviors (1988-

2008). School Psychology Quarterly， 24，106-118. 

Fantuzzo， J. W. & Polite， K. (1990) School-based， 

behavioral self-management: A review and analysis. 

Schoo/ Psychology Quαrtelてy，5，180-198. 

本多環・!村iJJ査紀夫・坂井l除・堀江まゆみ (20l3)

アスペルガー症候群に対する教職員の意識.小児

の精神と神経， 53，125-135. 

Hume， K.， Loftin， R.， & Lantz， J. (2009) Increasing 

independence in autism spectrum disorders: A review of 

three focused interventions. Journal ol Developmenta! 

Disorders， 39， 1329-1338 

Koegel， L. K.， Park， M. N.ラ&Koegel， R. L. (2014) 

Using selfωmanagement to improve the reciprocal 

social conversation of children with autisl11 spectrum 

disorder. JournαI of autismαI1d developmenfρ/ 

disorders， 44， 1055-1063. 

Mace， F. c.， Bel五ore，P. J.， & Hutchinson， J. M. (2001) 

Operant theolγand research 011 self三regulation.1n B. J 

Zimmerman & D.社.Schunk (Eds.)， Se(rregu!ated 

learning and acαdemic achievement: Theoretical 

perspecfives (2nd ed.) . Lawrence Erlbaum Associates， 

九1ahwah，New Jersey， 39-66. 

Marshall， K. J.， L1oyd， J. W.， & I-1allahan， D. P. (1993) 

Effects oftraining to increase self-monitoring accuracy. 

JournalofBehaνioral Educalion， 3， 445-459. 

Miltenberger， R. G. (2001) Behavior ModゲIcation.

Principles and Procedures (2nd ed.). Wadsworth， 

Belmont， CA. 1重!山繁樹・野呂文行・渡部医隆・大

石幸二訳 (2006)行動変容法入門.二瓶社

Nelsonぅ R‘O‘&Hayes， S. C. (1981) Theoretical 

explanations for reactivity in self-monitoring. Behavior 

Modification， 5，3-14. 

太閤研 (20l3)自閉症スペクトラム障害児のセル

フ・モニタリングの行動調整機能に関する研究

発達研究， 27，145句 148.

-146-



I~l 閉症スペクトラム児に対する自己管理スキルの般化促進の可能性の検討

Pierce， K. L. & Schreibman， L. (1994) Teaching daily EduWliol1 and training in Aulisl71 and deνe/op'ηenla/ 

living skills to children with autism in unsupervised disahi/ities， 155-171 

settings through pictorial self-management. Journa/ of 竹内康二・山本淳一 (2004)発達障害児の教科学習

呼JpliedbehCflノiorana()lsis， 27， 471-481. を支えるセルフモニタリング.特殊教育学研究，

Southall， C. M. & Gast， D. L. (2011) Self-management 41，513-520. 

pl・ocedures:A comparison across the autism spectrum. 一一-2015.8.28受稿、 2016.1.25受理一一一



J. J. Disa. Sci. 40. 135 -148.2016 

Promoting Generalization 01' SelιManagement SkiIls in ChiIdren with Autism Spectrum 

Disorder: Focusing on Carrying Out Activities 01' Daily Living Spontaneously 

Hiroshi ASAOKA.， Aya FUJI、，vARA'，Youhei MANASE議 andFumiyuki NORO叫

The purpose of the present study was to promote generalization of self-management skills in two 

children with autism spectrum disorder who showed the difficulty to carry out activities of daily living 

spontaneously. ln the intervention 1， participants applied self-management skills to themselves. They 

determined the goaI， performance criteria， and the back-up reinforcer. In addition to the intervention 1， 

recording sheet that children created and the existing timing device wel・eintroduced in the intervention 

2. As a resultち percentageof the accuracy of data recording for children was improved in the 

intervention 2， and they carried out target behaviors spontaneously.恥1oreoverヲ spontaneoususe of self-

management skills was promoted. Thus， results suggested that it is effective for children with ASD to 

manage self四 managementskills， introduce recording sheet that children created and the existing 

recording device. lt is necessary to clarifシhowself-management skills have been acquired 

Key words: autism spectrum disorder， self-management skills， gener叫ization
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